
昭和 38年 1I月 1自由

「 J ifil  

総務課

(月 1[810日発行)

ダlH i1え己

!与系議鰯三法欝掛 川三畿日目ぷ J謬欝莞奪 2
2 事機畿二盗し詩接証 主翠 韓議員 、け?替選畿たつ十

i J574fT1百万三アーロけ予定品目当J
i紺 長以γユぷ什い時五手;lull
i iJJ総談議論臨機(宝引l'計11

繍瞬々撃機ト穀類欝審議鞠主主 hlこ5
2縦三仁九 機 織 3警吋 γγ市議総 器専 J'rら川、「て↑に

i 都民認議民議離，計十~、き
5¥二吋イ融機取閣時前総「-zf住 It

kぺJ川《鱗謬轡議選 JEL!年示 2
~畑、滋ム、ιぷ議畿靴下凶 Vィ ム選議問l手玉亡、京子三:tf
主総おj 主主山トふがに、言之総議議議義主 I，~~も よ¥__，¥ f; 
i側 内古川 護機越?いJ?1111
~お 町議機議機器 L援護織認識し

:〈イ人部ふ五γ人補智史騨 fJEU出L:
; :ykJ~奈川閣議! Uj 11i会TlT民，

般 山訪 心おご酬祁〈岳山手よ!予戸料袋そ の川:喧 !IIIご上
EJ~主 ぷ 禁宅引 い 打↑;主/ 、 k
、 町 一川町 一四、 r~.;_ 

; ¥J  端、 冬帰宅問 紫 Iミ山宍

γザ民同潟 、;γ;門機二三一レ u)

5 議機、制緩浩容口機偽汁ぷ織機 l川k:~ L設
~議ぽ氏 自液型車民主 替機綴治川 λ 品嬢襲爵ノ J/，J冶 ，1.... ll'~ 

!? ¥13正当三 日ケイミふ:大主主 三向
1川 三犠民一三川絞、 2117 44聖!
! 廷 供 ム キ 緩 鮒 刀 法 ド ?機主 -j 発己
記 μ滋終淡式日夜灘 議毅怒議¥九 ?総怒議選 、い によ

i山!被 ιJ ぃミ襲撃バ〆 線側繋:切りや綴織おか 力る
Eゴー~バ: 引…対妻与専務会 J 滞緩鰍川;三:げ務議機たに そ公
号制下 出 精「訂以日以引 力、こ L、ru]

j公占挙をじjこ川けるパレード行註与量 守票
フ戸 '1m し、 ノミ

丙三さ苛iEi13-532ykr: ま しとまいせ「害J.Co
率いれ llE ;日【去，IJ /、 J丁 Lそめ方しょ τ:丘三リ且
i~: やま;ミ /こ、力、に 1J / 1・ ir"Jよ弓 -c.~公 た UJζ 付

め f光明務す社 (iさTIiで 1'，¥や -f，~ tn c~ 1三;み IUI琴れ「ーのが
ーか 11lFJi 納予六い宍;ミゴ I~~ :tF 用 ¥ζ)選 認が公票幼こ
よかにを脱出川 υJ一一、ぐ民 主r: rrl 11':必守三ま 9 '思り

、ろさおわ S-1¥1 ケl 寸ーさ二 1-1' 1 し川町"什少 )'ι1¥ ー
に なく 1，11 ~;き _: ;:;: r1 し ど目 I、こノミ日と
1)，1'1しりオt L ，'11 

:f)1正手手品は !11111 包ぷ京市訂 作た (;ミ日再 k言警
l円だかとめのどだ lーニn 、が J目、 L 一安ーたはまめ

、て有高 j伝 Eしノ ;r;di:i 弓 I~' 1、 ドよ!立い iìT~ がうせな
い川公ぐ{正 H 、 ナ て ! 二 九〈 UA j17TmuklTん L、
， ~艮う子 J 二、 S '-./ー?う ー 土三 __2_1!:__- -_:.!_'__一一 一一一一一 一一一一一

-f了二三)ι三)lJ FJ i A 十トミ子 1奇想に守色町で}、 l行か‘

)主義2iLfi量:JJ宗主 1 1比 j肘ru;6H221!辻哲ヲ同
まり史警監む ;Ut;Z T FR 1あも;平た品平弓 rの正あ引をしよれオ;い

~'f l t'こ 1- と也市 1 ノj J- tγ と lilli 二 Ji!!< E，_.~カ，、に :j 大 bu 、 iJ 滅寸

刀 ih!iih:品目 jdziiidド17iM1l
な 1主 1，") C氏け ( れ 8い 11;(はもはI_:_4.'，二名も守がじ ;j'l ち に
川却、に)引か L σi ~ま引、の通り í.lと肖つ守 1 Jて {oliじ よ
早川九ム、?円九 寸- Vj  :3 寸大 j[で TFに乏 1-:¥i件ーと子 1¥'']い 1)

い附 l 注目1 ~ i(t r，~~~ ~れ， 1Eナ)によ位 J" 11 dちるで， I叉し
一日 i';{C 弘 1 ー

1 

2 A 三 自ノて I'J迂 月 l鏡 台円ピ空るふ控五 jJt iR三同組長
ノ、 ~4Hd L ノ お ト Fろ u') /-;償し、'illlli てや!い l賞、で

日時|じて子会、 ([;iiリ号 かプ". ~日主計課 Hiii ぷ 烹主571需ff
11 1" '1 ('_ ~ ょズで l記1.1，; '1\主'1~市 JV:

一川」 、 ザ様必主ふ山J八" 、三 1ぺ， ill Gづヲ {削1μ;爪、

計1号: ム持強事梧? ( 十γiド 適 持剖{d1 j 品引i1fJ!!F i訟i泣1iな 評 ;足i!民i 
巳京事異毛 三= 用 ~ I~叶1) 〆力つJ守:主z 喜有 O i品A 弔価控}主: 

P Uj1-LL J の!:JI :日守 11/
担EiA 出 '~I h~ な変九替!，lil 弓|

巳 j いP

E it lj三才丘二:trJ 2 5主れてたつも叫
1- CI一'-../ ' _-つ)三 平 ♀ 21121:ι りて i
r骨 ノのすしゴの」円;~; ¥古亡? ~也~;- (，1)，、司王 jトi

司 i【司 切 y つ~'， 1: '')1派×尭のわじT) ， ~1伺い

ミミ己 ム:三苫|会 ::Jo、刊誌司~þ.出きノ\れ号実
作 Jす叫 て ii '::' 川よい に じ まを
~J~ ぜ.~川 J 片 山~ y} V，) 1\~ kj 苧求問
点 l-← l イ 日 支 ¥ 仇 ム e-.)もト t!に 1;[.め号日
引け~地れ 1>1.ご 苫 (」 tLJ jl[な三 1 よ内」

i 市長ら 1日交通警察官 !たと flI会2L ( 旦ミ空間 ;421ぎ皆戸得
i 一一一一時いぜ一一- iH  Illl七十 ¥1 :: 系 蓄とえ=zニ倍
!?1111iiii:iEditfh j-f fjj三元17iiilj出荷討議(;:言Ebhzc
jrj-7iILtiff;:ii;! 二jjdzT19011i!?111i117HB ザi1ii
(E♀千五目山民 主主日153:215指jJ4HljhH 目 ミ12dTjt11出 T温泉市11f21在日

完工己 iI 良云~f}存まじ IJ 受 i 1;米己Jl口 )官以 詳兵 f::i均1主宰 ju!宇2 1Rj号Z危Jiリ1 7E í1~ 景子山干丹 ?J
1Jj: j11~ )11)_ iJi -::{!足以手当 り 、 111た ¥" ~ e} キド て法 ~ [~でに h~ ~で δ り ω11'り目林 lFr尽なぷが 1: U"芝/_¥

L41ムf'J-ム;ιbf~..よムL，J"I ..~.~M"""'-山田ずHqJhtJ7HaJ: 一 長人 い 1It 十はさ-~ )ド 1 ~検れ まででれにそが)) j~1 い変、け 拘 わ

R:2pjJ訂 (J11:IR11しiE f i li:153 トランつ乍の販売は !円吋活在与目白川 i!;JKJfP))!:if 
九日 11'T ，山 ベイ川な 0 た λ[duqとい 正当面 i1V もそ吉右主 lミ京事行 -l-~ ~g-l ?~ 1h沢

両手託宣 715?;73日ぞ を i完 LJ主 ニ刊に税務苫へ= ~主主 !!Ji(明日、定吉宗主将ピ注目 :l;
正 |山」i;力 、 打 マ っ ド11-1 vJ けと ~ U 起のちつ伝言平限 I白地お o lLLてる内起

711:首長 yL L l 〉 2斗七三 戸U :弁キ | EE l Z日2古、 J 出師奇 i戸品:日tJ与 ! 背日マ与1語若れドJp日}ifJJ1:(巳J〉1{号三i出円T:;百J5H品5五

t日山tι古詰時i l 1 i川jN5i 7 J ( 持 A山;刊2旨肘戸tHii山4H2? i s計』; ; 詰吋U1刊ith主山HiY刊刊h早♂討目京肝出一f台f行計t詰問iH如昔引刊;H司単均可昔ド戸:日山EHM2H持ドiL ご
つ E 」主キ，-係 i 停六ヤにJ刊ぷ r で予一ぐ っ [¥ jlこ処わ l ~~' 1り近所，-す 、11 3 ぉ(::S定と凹二とる市I}jV) る trJ:tlにす決、

11 

衆議院総選挙

千~
J[}l 

理

亜細ー

ι

は
刊
月

臨
笠
間
閣
議
裁
判
官

匝
民

J

福
杏 ヨ

;1'1 
7こ j二
Ilffi tlil 
iin 1こ、J 寸

¥ 

Jく

Rf;ミ

(';c， 
I 下〈

J
げ
を
川
こ
ご
三
一
¥
い
一
心

ωで
、
明

U
に
よ
っ
一
¥
川
ハ
い
あ
る
が
山
に
け

相
川
川
引
ト
ト
い
い
U

れ
一
心
も
の
ち
あ
一
か
い
し

川
ん
い
れ
去
、
す
。
こ
れ
け
引
上
げ
に
よ

っ
て
、
川
正
で
刀
仰
の
と
れ
た
行
川
奇

術
保
す
る
ん
一
的
ハ
け
お
で
、
快
i
k
一{¥

も

⑨ 
…掛川上

1

1
‘
 

町
勾
よ手

し
日

!

'

 

t
沼

nu-

明
力
日

公
験
日

所

十
円
一
J

1

1

に
丙
戦
ハ
九

い
r
い
よ
木
月
三
十
一
日
抑
索
、
同
川
ト
い
民
川
裁
判
同
心
九
裁
判
h
u
川
川

f支

9 3 

111たY-1l-11三竺苧竺三三主主雪
I I ，~ '~7~' I I 必越|
1 人 口 山 i らさ | 一一一→土土二ル払、 二三--，_町三=三
jい1 男 20.3蜘2部伝 1 住 ず れ | 二二二プ一i輯一一一一吋一一叩一帆帆

oωi I 文 2役2郎 A i川!品 た i 二二:雪宵匙:-4与三3i議議
I 1 世帯数 9.821 1 I 登 時 ! 二二=都調輸血部
I白石 240，93時!I録 は l 一一 v

;'1 ¥ キロメート jレ|

j主「二七Ff示
酒IIEl1"::;予吹記 j三首
片!日刊号fiifl 

l自治12JじιllH礼、戸

本1lilfii ilf 
1'，こた I六台J

ごいl'112 111: :Iξ 

ゾIi~ ;:j~ 期中! 日刊 v ♂ 

!iiJ1全書(|!¥日円
所li1MAi納得 idyijjJJ-I手iJf

持lpfi守期税J は町市 rL541
Lilt11;限汁 :J17L5
たj13坊 は二 i:l:U3J;

句

に
L 
dl 

〆1..'1大

よ

集

市洲

品属

大

西
大
洲

新
持
し
」
仏
外

出
オ.. 

主， 1γ イ

t 三 111
" 

ジどさ

主')n i 11 ~ 
ープ L 0) 
1， 百円

つ言Lfv了

市
議
公
で

十
一
凡
臨
J

4

し
ま
る

へ
川
め
で
く
だ
さ
け
ハ

一
l
h

、J

、
特設時

11月10日から実;JUJ

lこ

f
r仙
さ
ん
と
1

一
、
問
る
い
、

1

み
よ
い
、
町
つ
く
り
そ
す
一
U

た
め
ぷ
、

迷
惑
山
ル
糸
川
が
、
十
一
川
十
ハ
か
一
内

実
刷
さ
れ
る
こ
一
に
よ
け
弐
し
た
。

戸一

ω条
例
は

戸
)
の
よ
う

ηい一
i

い
じ
か
か
っ
た
問
、

問
主
た
万
は
、
す
ぐ
に
、
占
一

O一

及
川
h

)

ヘ
述
絡
を
お
恥
い
い
た
し
一

}一

J
y
o
岡
山
山
き
1
1
に
九
J
V
心
配
の
ご
し
一

なでイ:!:み主い

cm引
け
げ

「
ハ
チ
ン
コ
一

ヘ
」
引
く
ど
い
行
川
ご
一

υ
暴
力
の
な
い
、
川
一

ωい
、
住
お
よ

。
ダ
寸
川
(
索
用
作
、
人
川
ソ
ー
の
い
、
社
会
づ
く
け

E
P

一

壬
」
三
百
行
九
)
ご

1
日
(
を
ふ
い
リ
め
げ
た
い
の
で
、
い
っ
そ
一
つ
の
十

公
共
の
来
い
い
い
を
利
依
存
一
ハ
い
一
一

7-w刀
を

お

町

、

、

一

(o 
モ

タ

オて

の
:~J午



あ
わ
せ

e
l
@
担
)

叶
川
川
川
保
行
百
一
一
パ
l
セ
ン
一

j
叶

i

l

i

-

-

i

i

J

一

望

1

」
機
能
訓
練
を
告
と
す
る
在
照
不
自
由
で
保
書
と
と
ら
に
一
ま
す
。
む
さ
あ
ふ
れ
長
官
会
三

ト

一

一

一

州

問

5

1

2

5

7

5

朽

の

火

災

か

日

℃

さ

?

と

い

う

山

一

宅

i

H

百

聞

と

て

宗

主

刈

一

参

加

で

き

る

児

堂

。

一

ん

ω
寸
前
を
お
問
い
し
手
n

一

万

三

加

し

た

守

山

一

高

一

一

川

一

過

去

の

経

験

に

よ

っ

て

、

目

一

…

二

に

正

し

い

害

、

部

が

継

い

で

言

里

親

い

撃

を

求

め

る

請

が

五

一

志

一

匹
目
、
虫
の
い
た
古
一
一
一
パ
一
志
一
百
川
-
U
U
引
川
引
引
川
川
引
E
1
8
6
J
人
一
人
に
お
望
書
問
づ
け
叩
一
で
わ
な
わ
れ
る
よ
っ
療
討
に
必
要
な
一
一
加
さ
オ
て
お
り
ま
す

o

盟

加

や

定

一

主

訪

問

一

l

七

ン

ト

で

、

年

収

に

/

¥

ら

べ

八

一

覧

一

J

5

一

一

4

1

よ

-

っ

と

す

る

と

こ

ろ

に

立

ユ

す

o
m

一
知
識
と
訓
…
似
の
あ
り
か
た
を
実
地
に
一
童
話
寄
進
肢
を
は
か
ぶ
た
め
一
九
月
一

t-平
一
月
三
十
日
毛
一

パ

ー

セ

ン

ト

下

リ

、

一

一

一

八

叫

い

~

の

初

一

内

一

映

二

一

と

く

に

町

一

折

導

す

る

た

め

、

東

巾

一

同

チ

の

三

カ

一

こ

の

た

び

全

県

的

な

邦

珂

が

民

間

一

青

山

広

資

格

一

年
川
に
く
ら
べ
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
山
一
時
叱
正
副
炉
釦

m
E叫

則

一

配

か

J

l

町

一

「

た

は

こ

の

火

」

に

気

を

コ

け

ま

…

一

所

で

聞

か

れ

ま

す

。

一

さ

れ

て

お

り

ま

す

o

語
、
強
大
才
以
上
二
十
五
才
未
明
男
子
一

〈
人
山
リ
仁
し
た

J

こ
の
日
山
白
木
川

L

一

回

実

虫

一

ん

5

1

2

1

一

2

一

E

3

1

し

よ

-

t

m

一
試
み
刊
は
三
百
述
し
な
い
間
一
体
一
を
希
望
さ
れ
る
刀
は
パ
細
川
市
中
山
一
山
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
結
仙
人
宅
一

翌
二
百
三
L
一

¥ZL11T
一

r

i

l

l

-

-

ぺ「
L
い

一

守

ろ

う

三

つ

の

主

一

一

不

自

由

で

告

と

と

b
に

参

加

一

へ

、

月

J
E
u
-

一

いむ
ω
一
点
リ
エ
ー
こ
れ
は
お
u

三
日
引
間
一
体
k
m去
幻

自

5
5
幻

8

m

5

一

三

1

m

z

m

一

@

灰

聞

の

め

γ
品
川
で
仰
向
し
ま
山
一
で
き
る
塁
、
手
足
達
し
て
い
る
一
以
上
詳
細
は
大
洲
出
祉
事
務
山
一
主
胎
…

六
ん
が
こ
の
辺
引
ω川
刊

行

小

一

竹

内

一

寸

刊

一

i

j

1

一

2

一

一

一

5

一

し

ょ

っ

。

一

一

が

叫

害

等

の

た

め

一

叫

ん

ー

し

て

い

な

い

に

お

問

合

せ

く

だ

さ

い

。

一

中

学

校

卒

業

程

度

に

つ

い

て

行

な

二

F
、
協
力
さ
れ
た
二
1

一によ

2
一

虫

一

寄

U

|

i

l

-

-
ー
上
l

ナ

ド
l

一

@

ス

イ

ガ

ラ

は

必

ず

も

み

消

す

よ

町

一

1

1

1

1

1

一
問
主
主
語
岳
、
及
び
口
一

の
三
世
間
山
一
の
う
え
に
大
台
一
ぺ
一
主
一
虫
告
げ
U
m
日
一

mm判
明

医

師

古

川

知

洲

一

う

ひ

卦

十

ノ

ま

し

4
1
0

四
一
一
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
印
く
み
つ
一
議
詰
」
、
「
身
控
室
」
が
あ
j

円

引

を

う

え

て

い

ぶ

こ

と

亡

し

に

一

二

舎

一

一

例

3

1

一

土

2

一

史

q
y
ι
?の
ス
イ
四
一
集
団
レ
ン
ト
一
け
て
早
く
治
せ
ば
必
ず
治
り
ま
寸
υ

一

手

。

一

。

市

白

書

L
ょ

う

け

一

度

目

4

H

i

l

l

-

-

γ

十
-
j
j
一

力

-7
で
マ
ッ
チ
喜
一
九
竺
ゲ
ン
賓
診
一
特
に
大
州
自
?
の
霊
長
一
六
そ
の
他
一
埠
在
、
舎
の
古
一

一

雨

空

の

上

が

マ

山

口

、

市

主

拝

利

率

引

2

5

2

2

Z

一

月

間

一

一

幻

一

日

ょ

っ

国

つ

け

ま

し

ょ

う

山

一

j

一
一
は
き
わ
め
て
罰
百
く
あ
り
ま
せ
ん
一
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
大
川
区
一

み
ん
な
で

EZτ
一
一
元
三
回
一
向
一
叫
引
引
引
引
川
U
1
6
引
っ
川
一

ρ

竺
自
有
者
レ
ン
ト
ゲ
ン
柴
原
一
元
気
だ
と
忠
つ
方
で
も
み
ん
な
交
診
一
一
川
人
事
目
立
(
市
町
話
大
川
一
一
一
二

た
、
一
長
で
は
聖
子
も
ん

E同
一
日
一
巳
「

h
yド
ハ
H
U
M
-戸
ト

一

(

治

活

)

四

一

診

を

行

な

い

ま

す

o

今

2
Eし
て
く
だ
さ
い
O

(

保
陸
軍
二
一
番
)
ま
た
は
、
市
静
内
の
色

川
に
些
ゼ
の
ん
で
駆
山
し
な
い
ト
子
日
一
名
一
洲
野
米
阿
川
一
山
小
川
百
円

L
V

誠

一

計

一

閣

校

校

一

一

計

似

て

っ

け

な

か

っ

た

六

才

以

上

の

刀

は

会

民

一

そ

ろ

っ

て

検

診

、

佐

原

人

以

庄

一

陸

草

地

万

一

連

絡

部

大

洲

¥

刀

叶

回

一

町

へ

一

UMH十
日

目

立

「

十

J
主

直

川

同

点

一

一

一

け

い

け

一

一

一

日

日

告

目

下

町

JUF日
の
全
員
一

fEtui)
一

し
去
し
よ
う
。
と
く
に
ゴ
ウ
山
(
十
一
グ
ラ
ブ
は
上
か
ら

2
1
2大
洲

、

平

野

)

に

よ

る

主

考

慮

し

て

、

相

当

の

タ

ネ

を

入

手

一

ん

0
5らな
い
う
ち
に
結
核
に

2
2
3日
程

一

I

l

l

l

一

cH昨

日

一

一

一

元

」

ぺ

J
J
Z
Z呂
」

一

計

H
i
l
-
-れ
一

れ

昨

日

4
4
1防

火

管

理

者

一

と
い
わ
れ
屈
も
な
く
を
で
駆
一
「
山
千
二
院
に
一
五
河
川
芳
一
一
九
五
「
「
ド
一
三
日
程
し
ま
し
た
主
主
で
の
う
ち

Eの
赤
ち
ゃ
ん
が
干
な
お
、
ヰ
宮
古
手
恵
三
一
二
|
J
1
1
Eト
1
1
〕
川
町
七
円

U
U丈
一

講

習

会

開

く

一

宅
1
1
1
f
h
f
I
コ
ウ
叫
の
日
一
宮
川
4
1
7
7
9
1

広
三
一
ー
芝
仁
E
J「

E
山
一
一
一
千
の
結
果
、
芸
者
五
七
九
市
-
K
2
1
%
、
童
話
を
一
干
九
条
只
か
相
当
量
発
当
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
豆
一
か
1
木
一
叩
時
I
3
時
一
南
中
体
育
館
一
一
一

j
i
i
i
f
1に

す
す
め
て
し
子

F
f
f
L仁
い
い
|
「
仁
L
L
」
一
四
八
三
百
九
八
五
%
の
室
率
で
あ
J
一
言
と
い
う
主
で
し
た
一
え
ら
れ
る
の
で
、
発
言
号
し
た
標
二
大
洲
一
斗
一
地
一
什
竹
品
一
言
直
二
次
の
と
お
り
防

2
2
1

一
三
一
一
二
一
一
一
一
一

B
J
1何
日

山

廿

一

日

M
H
H
J
H討

肝

心

引

け

与

一

刊

行

江

川

、

刊

F

一

昨

日

河

川

崎

目

立

町

拾

い

け

灯

台

山

一

一

万

町

一

竺

品

品

一

古

川

龍

二

升

九

時

品

川

一

一

口

一

こ一一戸一一一

EE--一
一
の

1
E信

州
、
め
ま
た
更
年
期
の
議
長
わ
れ
ま
す
ミ
ン
剤
ホ
ル
モ
ン
剤
が
や
¥
医
用
さ
れ
李
に
し
て
望
の
雨
量
っ
た
一
晴
れ
の
市
長
室
を
つ
け
る
万
里
一

2
1
4
1
L
U二
叶
配
布
|
川
-

E

4

1

5

時

点

配

土

問

(

十

時

か

ら

?

二

一一イ年前

5
2
1で
あ

ま

日

出

町

YHtuuuHJな

い

昨

日

刊

uuunu両
日
刊
日
一
決
し
て
詰
や
悲
制
は
い
一
名
討
が
は
ま
ず
赤
ち
ゃ
ん
か
一
月
民
子
」
同
一
引
利
一
ト
卯
一
引
一
山
川
叫
l
一
叫

μ十
日

二

日

r
H
A
V仁

り
、
そ
の
高
を
甘
受
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
忘
佐
一
夜
品
、
出
席
、
血
圧
の
動
哲
一
つ
に
逃
起
し
て
い
た
も
の
も
少
な
使
用
主
る
と
種
々
の
脈
需
品
し
ま
迷
わ
ず
恐
れ
ず
、
ま
ず
医
師
の

E
ら
」
み
ん
な
の
力
で
健
康
で
強
い
子
ど
一
一
福
祉
だ
よ
り
一
一
一
口
|
川
J
吐
け
恥
幻
恥
!
一
割
配
引
二
ま
で
に
市
総
務
凱
へ
。
…

裂
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
の
括
、
程
、
つ
わ
り
の
主
つ
な
消
化
問
く
な
い
と
出
い
ま
す

0
2で
は
こ
の
す
け
て
簡
は
阪
に
で
し
ま
ね
ば
叩
く
こ
と
で
す
っ
一
も
を
門
て
あ
げ
る
よ
う
符
め
ま
し
ょ
う
一
。
愛
媛
県
身
住
吉
里
五
月
三
一
昔
旧
か
巧
一
金
一
足
;
時
十
大
竹
か
一

分
娩
段
式
は
事
に
痛
み
の
な
い
お
走
塁
、

E頗
誌
の
ソ
パ
カ
ス
や
色
疾
患
も
原
悶
が
目
さ
れ
る
に
し
た
が
な
り
喜
ん
o

血
の
道
症
(
更
年
期
担
保
丘
と
正
し
い
処
方
力
、
す
一
(
保
険
街
主
一
は
三
九
年
広
告
義
引
い
一
ド
一
一
!
ー
ー
七

M
l一
川

一

ハ

洋

川

崎

l

一

目

黒

川

二

?

パ

作

品

山

口

可

z
z
2日
:

に

i
!
i詰
」

日

H
付

1
与
ι

に

可

去

U
r
ι
Eむr

一
一

U川れ軒引UH
引日げ刊日日一討“日日

H川叫叫山日日刊印日目斗叫詰
U釘白目日日巴日円リ守一二『一庁大川一召午但ニJ川

竺
:
一
示
丙M叫

Y;
一
パ4什
品
附
竹

Uハμ
品
口
品
附
一
;
一
均
語
鳩
摘
殖
川
山
辺
単
単

ω詰語壁悶誤哩丹蝉時竺一二

-τ山

l
蹴

i半~母川総百
J
」ニ一

桂詰詰町H日河臼日咋日日日目一

HH位H
H

日日日吋日

L
川

L女3の
庁
由
胤
の
道
症
旋
庁

h
H
H
A
H
-
M
M
H一

ム

一

発

芽

試

験

一

日

目

白

山

一

一

山

川

町

M
同
盟
f
s議

日

一

な

い

日

目

下

い

わ

れ

て

迷

わ

ず

医

師

に

相

談

を

ぜ

肝

心

日

日

出

た

ば

こ

は

一

か

九

九

日

抗

日

目

一

日

刊

行

目

下

入

所

十

一

三

に

一

一

一

一

引

刊

仙

E
一
円
山
町
一
一
訪
日

r
H
N
H
H

H

H日
目

u
r
u
H
2
H
U
r
t
G
M
M
H訪
問

で

買

い

日

日

立

当

日

当

日

九

一

耳

目

H昭
一
一
ど
一
一
に
一
一
伸
一
l
U
山
一
一

51kur--比二

機
能
の
は
返
な
い
し
廃
絶
す
る
こ
日
刈
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
た
よ
っ
て
「
児
年
期
の
症
状
で
す
」
と
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
個
々
の
治
ぽ
方
針
ま
し
ょ
う
一
主
ぷ
支
え
か
品
込
み
の
あ
っ
一
元
日
間
見
市
オ
ー
ブ
ン
ケ
ア
l
二
上
誌
ロ
7
一
土
一
4
1
4
一
土
器
公
民
一
な
べ
も
の
、
な
ど
と
盟
主
も
い
よ

よ
っ
て
脳
F
E
伎
町
菜
、
甲
状
腺
一
品

f
一
つ
の
み
刷
わ
れ
る
こ
と
は
稀
で
す
聞
く
や
一
白
や
「
先
生
そ
れ
じ
ゃ
怖
と
い
を
た
て
る
わ
け
で
す
σ

充

た

治

療

に

主

た

出

を

ほ

、

¥

昨

似

す

る

こ

と

が

で

き

ま

一

の

一

間

と

し

て

甲

州

に

迫

化

な

空

け

一

一

い

ろ

あ

り

ま

す

o

一

作
す
い
臓
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
機
能
の
失
が
、
二
つ
以
上
を
随
伴
し
て
い
る
こ
と
う
ホ
ル
モ
ン
の
主
で
す
か
、
ホ
ル
モ
い
て
も
必
す
し
白
川
の
よ
う
に
ホ
ル
r
i
l
l
-
-
i
“

l

i

-

-

a

l

i

-

-
‘

l

‘

i
圃

i
I
H
-
-
l
i
l
a
:
町
三
に
そ
争
議
麟
鞠
錦
織
機
一
新
鮮
な
カ
キ
は
、
ま
わ
リ
の
県
民
一

日
れ
仁
川
町
刊
行
日
持

J
U
U一
い

。

草

川

に

も

あ

つ

れ

い

当

日

日

時

u
m
m
U
U
1一
工

事

4
K
M
H
h
V
H
T
U日
目

γ
可

決

四

片

山

i。
一

均

一

川

被

饗

四

時

一

川

引

い

れ

れ

日

日

一

富

山

出

、

精

神

料

品

を

い

ろ

一

…

詩

句

4
市
は
来
上
の
巾
に
深
/
¥
品
川
山
首
、
同
一
二
メ
伺
目
的
弓
目
指
し
て
や
一
山
;
一
誌
編
時
閣
域
総
↑
カ
キ
を
山
児
す
る
と
き
の
コ
ツ
は
、
こ

い
ろ
で
、
官
官
っ
た
主
は
な
い
一
弘
吠
シ

K
L
人
ら
な
い
ろ
だ
冬
が
5
5
1
ト
ル
に
、
日
一
二
三
机

7
2
3守
、
時

T
3
2
1対
騒

動

議

一

日

で

Fmi--で
、
日
一

き
で
す
o

一

…

ヘ

ポ

党

利

瓜

ゴ

一

t
zに
ま
川
た
々
が
よ
い
リ
月
一
一
一

J
Z
i
m
-
-
t

一
議
泌
総
麟
畿
一
か
け
て
計
た
い
た
り
す
る
と

L

しかし、

4
5一
恋
人
一
一
/
ム

J
I
-
-
4

一一、

7
4
2袖
付

お

パ

し

か

し

、

日

1
1
一

伝

子

機

一

よ

溺

r
i
f
tま

い
ま
す
ハ
一

々
に
出
ノ
¥
旧
わ
れ
る
お
の
で
す
。
も
ち
一
…
静
自
i
J
ι
U
1
…

u

主
役
三
べ
く
告
は
た
さ
一
二
0
セ
ン
チ
、
問

j
五
立
で
で
に
し
た
い
。
三
む
い
一
/
九
品
棚
機
滋
一
カ
キ
に
限
一
子
、
只
の
む
き
主
主

主
い

Eω
似
た
震
は
め
ん
一
一

j
L判
ム
号
、
人
月
中
れ
か
ら
植
刊
を
は
っ
け
得
直
泌
が

L

パ

1

3

¥

(

大

洲

山

ん

す

誠

心

川

及

川

)

…

:

〓

:i
一
一
っ
と
き
は
、
水
で
甲
山
う
と
白
や
つ
や
は
…

ど
ω
人
々
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
ム
』

j
も

じ

め

る

o

リ

く

ら

い

な

も

の

が

よ

/

よ

一

向

衛

官

募

集

長

ろ

ん

官

長

て

し

ま

い

ま

す

門

…

た恋
μ
は〈

f

迄
の
人
生

ω進
刊
で
話
険
一
一
一
、
乏
の
夕
、
不
ま
き
(
、
以
定
地
帯
は
否
問
と
す
ぶ
こ
と
)
巾
、
小
に
分
け
て
仙
一
号
々
一
む
さ
ん
は
さ
る
に
入
れ
、
濃
い
泊
以
で
…

し
た
再
々
の
法
化
い
一
吋
ち
一
も
の
で
な
く
瓦
今
年
ー
も
冬
の
き
さ
が
き
び
し
い
と
三
、
た
ま
ね
ざ
の
定
M

A

V

隠
れ
に
引
い
の
で
、
ア
1
山
川
市
1

一
た
だ
い
ま
、
本
正
予
一
一
次
ω!日
尚
一
洗
一
つ
七
七
れ
ぞ
れ
の
古
川
駅
主
か
さ
一

や
が
て
は
間
以
に
忘
れ
る
と
も
た
く
一
I
:
i
B
i
l
l
i
-
-
'
i
l
-
-
i
i
-
:
l
i
l
i
-
-
1
i
l
i
-
-
j
i
:
i
l
i
-
-
:
立
山
を
以
の
り
一
一
向
で
わ
な
っ
て
お
リ
一
れ
ま
す
し
、
な
ま
ぐ
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
一

コ

の

火

事

署韓 昭和 38年 1i jj -1 日目 (2) 
L桂玄干材響鞠京高二号スJ

)。/一
司ァ

ー
」
し
以
い
グ
む
よ
ぺ
と
し
J
-
h
注

ロ心を一仏一つことによ一
1

て
努
べ

念
貯
ヂ
柏
強
運
動

(
市
制
摘
行
方

貯
蓄

年

@

弔

1ム
品

⑨

W

1土

噌
姐
同
M
A

ら

ら

272 

日
月
浦
田

1
口
月

2
日

十

「
小
さ
た
川
火
山
羽
」
の
ね
一
円
い

は、同日別
ω-何気も一万力も必山川

ン噂そさノ、保有

58 

トセ

河毛

一一日以良

シパ

健

康

慢

良

児

~ 

表

彰

よい
てコ
と
ま
て

火
の
始
末

ま
か
せ
る
な

F

入
選
標
語
一

人
に
頼
む

タ


